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Dr es 8 Dummyの形態とパターンの適合性について

　　　　　　　　　　　　　　　　都立立川短大　○原田隆子　吉沢厚子

　目的　近年著しい既製服利用率の伸びＫ伴い、サイズやパターンの洲合性Ｋ関連して

Dres B Dummyが種々開発されている。今回は、適合性の高い衣服パターン製作の基礎資

料を得ることを目的として、市販されている成人女子用の肩から胸部にかけた部位の形

態を比較検討し、さらにそれらによって作成した胴部原型の体型適合性を検討した。

　方法　Dress Dummyは４種類を選び、若年婦人の標準体を対象としたサイズ表示のも

のを用いたｏ　　①形態ｷE握は、モアレ法によった。　　②体形適合性は、それぞれの

Dummyよ!）お･こした胴部原型と着用者の体型にi>わせて作成したものの計５種類の実験

服（未晒綿布）を作や、表示サイズに近い標準的寸法の着用者lo名( 19～20才）をえら

ぴ、一対比較にX る着用実験を軸こなったｏその結果は-y ェツフェの方法によタ分散分

析したｏ

　結果　縦・横の断面£ り形態午も握を試みた結果、後面・前面と% oheet line　あたり

から上部にふくらみ（ゆとや量）をもたせたものと、chest lineよや下部に比較的ふく

らみをもたせたものとがあるo　これよ!）、狐付根の周や・肩甲上部・肩峰部に入れるゆ

とわ量による形態の相違が着用時に影響を及ぼすことが推察された。　　次いで訟こ左っ

た原型の着用実験は、反身体型と屈身体型にわけて分析した結果、反身体型ではDummy

の形態特徴と関連があると思われる結果が得られたｏ
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